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1. 目的  

 食品の汚染検査には、Ge検出器などが使われている。これらの検査では試料はミンチ状にするため、検

査の後、試料はゴミと化す。そこで試料を丸ごと測定できる検出システムを考案した。 
  
2. 方法 

 図１に、原子核研究のために用いられていた高エネルギーガンマ線測定用検出器を示す。検出器として

フッ化バリウムの結晶を用いる。検出器は、１本を取り囲むように７本で構成されている。本来は、中心

の検出器だけでガンマ線を受け、コンプトン散乱によって中心の検出器から逃れた散乱ガンマ線を回りの

検出器で同時計測し、真ん中の検出器に入ったガンマ線の全エネルギーが求められるようになっている。 

 今回の場合、６００keV 程度のガンマ線なので、１本の検出器から散乱ガンマ線が逃れることはない。

そこで、７本の検出器から来たエネルギー信号をコンピューター上ですべてエネルギー校正して、和をと

り一つの大口径ガンマ線検出器として使用するシステムを構築する。 

 

図１ 大口径ガンマ線検出器 

 

3．結果（平成２３年８月９日発表） 

 フッ化バリウム結晶には、不純物として含まれている放射性物質からのガンマ線がちょうどセシウム１

３４、１３７から発せられるガンマ線のエネルギーの場所に現れ、バックグラウンドとなり、このため検

出感度は、５分で２０ベクレル/ｋｇ程度となる。平成２３年８月９日に仙台市で開催された農政局セミナ

ーにおいて本システムによる食品検査が提案された。 
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